
                     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          令和７年９月２日（火）第１１号 

           練馬区立石神井中学校  保健室       

             校  長   山 田 美  鈴  

 

 ９月９日は「救急の日」です。私たちは、いつ、どこで

重大なけがや病気による心停止（心臓の機能が停止した状

態）の現場に居合わせるか分かりません。心臓が止まって

しまった人が現れたとき、周囲に人がおらず、自分だけ、

という状態もあるかもしれません。 

 すぐに１１９番通報をしたとしても、救急隊の到着まで

にかかる時間は約９分。それまでは、その場に居合わせた

人（バイスタンダーと言います）が救命処置をすることで、

救命率が大きく上昇します。そこで、今号は学校のＡＥＤ

の位置や、使い方を紹介します。 
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 夏休み中も、ゲリラ豪雨や落雷がありました。突然の雨と雷、怖いですよね･･･。雷による死亡原因は、開

けた平地に立っていた場合が最も多く、次が木の下の雨宿りです。この２つが雷による死亡の半数以上を占め

ています。校庭は「危険な場所」です。雷の危険がある時は、早めに建物の中へ避難しましょう。 


